
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度宮小学校だより第６号（９月号）   

令和７年９月２５日 
校訓 考える 強 い 明るい 思いやり の 

宮 っ 子 

鹿児島市立宮小学校 

※ ホームページにも掲載しています。右の二次元コードより→ 

校長 山里 浩美 
 

厳しい残暑が続いていますが，朝夕の風には少
しずつ秋の気配を感じるようになりました。春に
綺麗な花を私たちにプレゼントしてくれた校門の
桜も，紅葉が終わり，ほぼ落ちてしまいました。
また，学校周りの田んぼの稲刈りが始まったり，
彼岸花が咲いたりと季節の移ろいを静かに告げて
います。そんな中，子供たちは，１０月５日(日)
の運動会に向け，毎日元気いっぱいに練習に励ん
でいます。暑さに負けず，仲間と声を掛け合いな
がら，競技だけでなく応援や係活動にも真剣に取
り組む姿からは，成長と絆の深まりを感じます。 
さて，運動会は紅組対白組やかけっこ（短距離 

走）等で勝負を競います。だから，勝者と敗者が
います。負けたくないと勝つことを目指して，懸
命に頑張ることは大事なことですが，もっと大事
なことは，同じ組の仲間と勝つための作戦を考え
たり，力を合わせて毎日練習をしたりして仲間と
全力を尽くすことです。それが，運動会のスロー
ガンの言葉「最後までやりとげる」や「笑顔かが
やく」に繋がることを気付かせたいと思います。 
 運動会当日は，一人一人の努力の成果が大きな
感動となって，保護者や地域の皆様の心に届くこ
とでしょう。温かい御声援をよろしくお願いいた
します。なお，１０月３日(金)はＰＴＡ保体部や
おやじの会，地域の皆様の御協力をいただき，運
動会会場と紅白門作りを計画しています。御多用
とは思いますがよろしくお願いいたします。 
 

《応援団長メッセージ》 

 
 
１日(水) 宮校区「みんな笑顔であいさつ運動」， 

運動会予行①②，委員会活動⑥ 
 ２日(木) 運動会全体練習５① 
 ３日(金) 運動会会場づくり⑤⑥，運動会紅白門づくり 
 ５日(日) 運動会(午前開催：雨天順延) 
６日(月) 運動会振替休日 
７日(火) ネット・ＳＮＳ教室⑤(５，６年)，校内読書月間（～３１日） 
９日(木) 移動図書 

１０日(金) 脱穀①②(５，６年生) 
１５日(水) 市陸上記録会(６年選手)  
１６日(木) 児童代表委員会・児童保健委員会⑥ 
１７日(金) 社会科見学(１～５年) 
１９日(日) 吉田地域運動会 
２１日(火) 読書集会③ 
２２日(水) いもほり②③(１～４年生) 
２３日(木) 移動図書 
２５日(土) 赤い羽根街頭募金(総務委員会) 
２９日(水) 修学旅行(６年 ～３０日) 
３０日(木) ＰＴＡ役員会(19：00～) 
３１日(金) 修学旅行休養措置日(6年) 
 
 
 
 ４日(火) 宮校区「みんな笑顔であいさつ運動」 
      かごしまの教育県民週間 IN 宮小(～11日)，給食週 

間(～７日)，給食試食会(栄養教諭講話)，授業自由参 
観(午前)，醤油博士の出前授業②(3 年) 

５日(水) 授業自由参観(午前) ，地域の方とのふれあい活動②③， 
        市 SC 来校(11：30～14：30) 
６日(木) 授業自由参観(午前)，移動図書 
７日(金) 授業自由参観(午前)，薬物乱用防止教室⑤(６年) 
８日(土) 土曜授業，授業自由参観(午前) 

１０日(月) 特別校時，地震避難訓練③，第 2回小中連携研修会  
１１日(火) 芸術鑑賞会③④(参観可) 
１４日(金) チャレンジウィーク(～2０日) 
１９日(水) 特別校時，校内持久走大会試走③，クラブ活動⑥ 
２０日(木) 移動図書 
２１日(金) 第３回学校運営協議会(13：45～) 
２６日(水) 児童代表委員会・児童保健委員会⑥ 
２７日(木) 特別校時(～２８日) 

今月の１枚「伝統芸能を受け継ぐ」 

 吉水棒踊り保存会のみなさまのご指導のも

と，日に日に上達しています。 

https://www.keinet.com/miyas/


 
           
       ９月１日(月)に始業式を行いました。子供たちの眼差しは，

話をする校長先生や代表児童に注がれ，一人一人の学校生活に対する希望

とやる気を感じました。素晴らしいスタートを切ることができました。 

 校内には一人一人の２学期の目標が掲示されています。どの目標も「な

りたい自分」の姿が明確で，応援したくなるものばかりです。２学期も学

習や行事，日々の学校生活における「子供が主語」の活動を通して，一人

一人が「なりたい自分」になれるよう，保護者のみなさま，地域のみなさ

まと手を取り合いながら，全力でサポートしていきます。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

 
 
 ９月３日(水)の道徳授業参観と学級ＰＴＡには，ご多用の中，多数ご参

加くださりありがとうございました。授業参観では，「いじめ問題を考える

週間」の一環として，全学級で道徳の授業を参観していただきました。今

の道徳の授業は，資料から問題となる場面を取り上げて，「こんなとき，ど

うするべきなのかな」ということについて，一人一人の考えをまとめます。

そして，互いの考えについて友達と議論し，より良い生き方を考え合うよ

うな学びを行います。つまり，望ましい言動を教わるのではなく，子供自

身が見いだしていく授業に変わったわけです。考え，議論し合う道徳の授

業では，互いの立場や考えに思いを巡らせながら，友達の心に寄り添い， 

考えの多様性に気付き，折り合いを付けることを学んでいきます。多様性の時代である現代において，望ま

しい生き方は一通りではありません。友達の多様な考えや生き方を認めつつ，議論を通して折り合いを付け

る中に，いじめ防止や解決のヒントが隠されているものです。 

 学級ＰＴＡでは，今回もＰＴＡ保健体育部のみなさんを中心に，グループワークを行いました。テーマは 

夏休み中，子供が「自分で考え行動した・自分で決めて動いた」場 

面はありましたか？それをどう支えましたか？どんな声掛けをしまし 

たか？子供に掛けた「頑張りを認める言葉」や「励ましの言葉」も思 

い出してみましょう。 

でした。各学年で，和気あいあいとした雰囲気の中，家庭における子 

供たちの「自律・自走」に向けた意見や取組を共有できました。 

家庭教育に「いつでも」，「どこでも」，「だれにでも」通用する特効 

薬のような方法はありません。子育てには「これでいいの」，「どうす 

ればいいの」と不安や悩みが常に付きまとうものです。だからこそ，和気あいあいとした雰囲気の中で，ざ

っくばらんに語り合うことは意義深いものです。「こうしたらうまくいった」，「こうしたけれども，我が子

にはうまくいかなかった」といった情報が，いつか自分や誰かの子育てのヒントになるかもしれません。次

は１２月３日(水)の学級ＰＴＡ時です。次回も，みなさんで楽しく語り合いましょう。 

 

 

      「朝ごはんは大切ですか」と聞くと，おそらく全員の子 

供たちが「はい」と答えます。しかし，毎週月曜日に実施 

している生活リズムチェックの「今朝，朝ごはんを食べてきましたか」 

の質問に「はい」と答える子供が１００％だった週は，今年度一度も 

ありません。朝ごはんのように大切だと分かっていることでも，「なぜ 

大切なのか」に注目しながら学ぶことが，よりよい食生活を形成する 

きっかけになります。そのため，本校では，吉田地区栄養教諭の東郷 

先生をお招きし，「食に関する授業」を全学年で行っています。 

９月９日(火)，５年生を対象に行った授業では，「朝ごはんを食べると体にどんないいことがあるのでし

ょうか」をテーマに，栄養バランスの取れた朝ごはんが大切な理由を学びました。栄養バランスに着目して

朝ごはんのメニューを考え，説明する活動では，「主菜」，「副菜」など，家庭科で学んだ言葉を使いながら，

分かりやすく伝え合うことができました。 

 なお，お子さまが望ましい食習慣を身に付けるためには，学校での食育指導に加えて，保護者のみなさま

の声掛けやサポートも大切です。これからも連携・協働しながら，ともに取り組んでいきましょう。 

【議論し合う道徳（６年生の授業）】 
 
 

【ＰＴＡでのグループワーク】 
 
 

【メニューを説明する５年生】 
 
 



 

 
      
      ９月５日(金)，４年生がゴーヤ料理作りにチャレンジしま

した。ゴーヤは「スタチャン（スタミナチャンピオン）」の愛称で親しま 

れる吉田地域の特産品。給食にも登場し，子供たちに人気の食材です。 

しかし，「ニガウリ」の別名からも分かるように，調理次第では独特の苦

みが残ります。どうやって苦みを抑えるのかが調理のポイントでした。

調理を始めた子供たちは，宮校区女性部の田所さんと峯崎さんのサポー

トやアドバイスを受けながら，協力して活動に取り組みました。約１時

間後，「私達が作ったゴーヤ料理です。」と，自信ありげにもってきた和

え物とゴーヤチップスの味は……。和え物は爽やか。ゴーヤチップスは程よい甘辛さ。最高の出来栄えでし

た。調理と試食を終え，「初めて自分たちで作ってみたけれど，とてもおいしかったです。」，「家でも作って

みたいです。ありがとうございました。」など，田所さんと峯崎さんへの感謝の手紙をしたためた子供たち。

その文面を読むにつけ，地域の特産品の素晴らしさについて，深く学ぶことができたことがうかがい知れま

した。貴重な学びを支えてくださった，田所さんと峯崎さん，本年度もありがとうございました。 

 

 

本校では，３，４年生時の総合的な学習の時間に， 

「棒踊り」をテーマとした伝統芸能の継承を位置付け 

ています。吉水棒踊り保存会のみなさまとの交流を通 

して，踊り方を身に付けたり，由来や歴史を調べ，まと

めたりする学習です。本年度も，「運動会で発表する」ことをモチベ

ーションとして，週２回の練習に励んでいます。三尺と鎌がペアと

なって息を合わせる踊りですので，動きを覚え，タイミングを揃え

る２段階の練習が必要な難しさがあります。１回目の練習時，初め

て挑戦する３年生は，戸惑うばかりでした。しかし，丁寧な指導を受けながら，着実に上達。保存会のみな

さまからも「上手になってきた」とほめていただく場面が増えてきました。 

現在，後継者不足や担い手の高齢化などが原因となって，日本各地から貴重な伝統芸能が消滅していると

言われていますが，吉水棒踊り保存会のみなさまとの交流を通した本校の棒踊り継承活動は，貴重な伝統芸

能の継承のみならず，世代間の交流の促進や宮校区コミュニティの活性化にもつながると実感しています。 

なお，運動会では，経験者の５，６年生も交え，練習の成果を披露する予定です。ご期待ください。 
 
 
 

       １０月５日(日)は運動会です。宮小学校の運動会の特 

色は，「子供が主語の運動会」であること。従前の運動会

では，「開会式はこうあるべき」，「応援合戦はこうあるべき」など，望

ましい子供たちの姿を先生が設定し，そうなるように指導してきまし

た。一方で，「子供が主語の運動会」では，子供たちが実行委員会をつ

くり，「どんな運動会にしたいのか」，「そのために何をどうするのか」

について自分たちで計画します。先生は，助言やサポートに徹し，基

本的に「こうあるべき」，「それはだめ」とは言いません。自分たちの

計画を自分たちで実現する過程に意義があるからです。 

運動会を２週間後に控えた今，実行委員はもちろん，応援団も，児童代表委員会を取りまとめる総務委員

会も，運動会を創り上げるために，アイディアを出し合い，方針を決め，練習や準備に励んでいます。 

 ちなみに，子供たちが決めた本年度の運動会のスローガンは，「最後までやりとげる 笑顔輝く宮校区」

です。「宮校区」で結んでいるのは，６年ぶりに校区との共催だからだそうです。そのためのプログラムと

して，保護者飛び入り可の「綱引き」や誰でも参加できる一般種目の「玉入れ」，「ひしゃくでキャッチ！」

を行います。会場にいるみんなの笑顔が輝く運動会になるように，積極的な参加をお願いいたします。 

【ゴーヤ料理を楽しむ４年生】 

【棒踊り練習の様子（３年生）】 

【スローガンを紹介する実行委員】 



  
      9 月１日(月)に始業式がありました。今月号では，児童代表の言葉を堂々と発表した１年生の 

     ○○○○さんと６年生の○○○○さんの発表原稿を紹介します。（掲載スペースの関係上，原文

では平仮名の部分を一部漢字に直して表記してあります）。 

 ちなみに，「自律・自走する子供」の育成のため，「子供が主語の学び」の推進に加え，「子供が主語の学

校生活」も推進している本年度，「活動している様子の写真をスクリーンに映し出しながら発表したい。」，

「頑張ったことを実際に披露したい。」など，発表方法の工夫について，意思表示をする子供たちが増えて

きました。他の子供たちを傷付けたり，人権を侵害したりするような方法ではない限り，すべて「いいね，

やってみよう」と背中を押しているからだと考えます。「子供が主語の学校生活」は，「自分はこう考える」，

「だからこうしてみたい」といった，子供たちの自由な発想を認めて価値付け，自己選択・自己決定を促す

ことから始まります。今後一層，「子供が主語の学校生活」の推進とサポートに努めたいと考えています。 
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の
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出
と
二
学
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あ
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一
年 

○
○
○
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私
は
、
こ
の
始
業
式
の
あ
い
さ
つ
を
自
分
か
ら

や
り
た
い
と
言
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
代
表
に
な

る
と
気
持
ち
が
い
い
か
ら
で
す
。
そ
ん
な
と
こ
ろ

は
、
私
の
い
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

宮
小
学
校
で
の
初
め
て
の
夏
休
み
に
、
初
め
て

の
こ
と
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
新
幹
線
に
乘
っ

た
こ
と
で
す
。
鹿
児
島
か
ら
熊
本
ま
で
す
ご
く
速

か
っ
た
で
す
。
と
て
も
緊
張
し
た
け
ど
わ
く
わ
く

し
ま
し
た
。
座
席
を
反
対
向
き
に
で
き
た
の
で
、

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
と
た
く
さ
ん
話
が
で
き
て

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
駅
員
さ
ん
に
聞
い
て

記
念
に
切
符
を
も
ら
い
ま
し
た
。
花
び
ら
の
ス
タ

ン
プ
を
押
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
絵
日
記
に
貼
り

ま
し
た
。 

 

い
よ
い
よ
、
今
日
か
ら
二
学
期
で
す
。
四
月
は

友
達
が
で
き
る
か
心
配
し
ま
し
た
。
で
も
、
一
日

目
に
○
○
さ
ん
と
友
達
に
な
り
ま
し
た
。
幼
稚
園

の
と
き
か
ら
、
子
ど
も
食
堂
「
宮
っ
子
」
で
会
っ

て
い
た
か
ら
で
す
。
小
学
校
は
、
思
っ
て
い
た
よ

り
楽
し
い
で
す
。
昼
休
み
は
長
い
し
、
お
勉
強
も

よ
く
分
か
る
し
、
給
食
も
お
い
し
い
か
ら
で
す
。

私
に
は
、
幼
稚
園
の
と
き
、
と
て
も
仲
良
く
し
た

親
友
が
い
ま
し
た
。
小
学
校
で
は
、
ま
だ
親
友
は

い
な
い
け
れ
ど
、
み
ん
な
と
仲
良
く
な
っ
た
か
ら

大
丈
夫
で
す
。
二
学
期 

も
み
ん
な
で
助
け
合
っ 

て
力
を
合
わ
せ
て
頑
張 

り
た
い
で
す
。
運
動
会 

も
勝
ち
た
い
で
す
。
友 

達
に
も
優
し
く
し
ま
す
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夏
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み
に
全
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で
頑
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っ
た
こ
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六
年 

○
○
○
○ 

 

私
が
夏
休
み
に
全
力
で
頑
張
っ
た
こ
と
は
、

チ
ア
ダ
ン
ス
で
す
。
今
年
は
、
全
国
で
活
躍
す

る
チ
ー
ム
を
研
究
し
に
行
く
た
め
に
、
静
岡
で

の
七
泊
八
日
の
遠
征
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の

遠
征
で
、
私
は
、
目
標
を
立
て
る
こ
と
の
大
切

さ
を
改
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

具
体
的
に
目
標
を
立
て
る
こ
と
で
、
き
つ
い

こ
と
も
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
き
つ

い
こ
と
を
乗
り
越
え
る
と
、
自
分
に
自
信
が
つ

き
ま
す
。
そ
し
て
、
目
標
を
達
成
し
た
と
き
に

想
像
の
で
き
な
い
ぐ
ら
い
の
大
き
な
喜
び
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
目
標
を
立

て
る
こ
と
は
と
て
も
素
敵
な
こ
と
で
す
。
だ
か

ら
、
私
は
、
こ
れ
か
ら
も
目
標
を
立
て
、
そ
の

目
標
に
向
か
っ
て
突
き
進
ん
で
い
き
ま
す
。 

今
日
は
、
静
岡
で
学
ん
で
き
た
こ
と
を
聞
く

だ
け
で
な
く
、
実
際
に
見
て
欲
し
い
の
で
、
こ

こ
で
踊
っ
ち
ゃ
い
ま
す
。 

み
な
さ
ん
ぜ
ひ
、
表
情
や 

テ
ク
ニ
ッ
ク
に
注
目
し
な 

が
ら
見
て
く
だ
さ
い
。
手 

拍
子
も
お
願
い
し
ま
す
。 

 

チ
ア
ダ
ン
ス
の
披
露 

  

み
な
さ
ん
、
ど
う
だ
っ 

た
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
か 

ら
も
、
私
の
目
標
で
あ
る 

全
国
大
会
出
場
に
向
け
て
、
全
力
で
頑
張
り
ま

す
。 

  アプリ登録を～安心安全メール～  
先月号でもお知らせした，安心安全メールに

個人用のメールアドレスで登録しているみなさまに

メールを送信できない不具合は継続中です。解消の見

通しは立っていないため，登録確認と次の方法での対

応をお願いいたします（アプリ登録がないと，学校か

らの個別配信情報やＰＴＡ専門部員等に向けたグル

ープ配信の情報が受け取れません）。 

９月３日(水)の学級ＰＴＡ資料の二次元コードを

読み取って，スマホにアプリを登録する。 

渋滞緩和に関する市からの提案 
８月２８日(木)のＰＴＡ役員会で，県道２

５号線の渋滞を緩和するための対応策につい

て，鹿児島市の建設課の方々が説明と提案を

されました。また，情報交換では参加者の意

見を交流しました。建設課の方々によれば

「あくまでも案であり，具体的な計画を進め

る段階ではない」とのことでしたが，子供た

ちの通学路にもかかわるため，新たな情報が

あり次第，その都度お知らせいたします。 


